


























　研究期間は平成 24 年 7 月～平成 25 年 3 月で、データ
収集は平成 25 年 12 月某日、メンバーの中で承諾が得ら






































　2 ～ 5 は岩手県看護協会災害支援ナースとしての活動



































































充実させていく」　2012 年 4 月～
　［集まった際のプログラムは参加者の興味のありそ
うなもの興味のもてるものにする］［自身の経験等も
活用し気軽に取り組めるプログラムを考案する］［参
加者のつながり作りも視野に入れて活動する］［集まっ
た人たちが自由にできる場を提供する］［同じ仮設住
宅の枠を超えてコミュニテイづくりに貢献する］［自
分たち（「盛岡なでしこ」）を知ってもらい、住民のつ
ながりを作る］
　このようなプロセスが見出された。災害直後、県内外
から組織的に多数の応援が入り支援活動が行われ、多く
の人が何かしたいと感じていたが、どうしたらいいのか
一歩を踏み出せない人も多くいたと思われる。そのよう
な中、組織を持たない上、被災地ではない県内内陸部に
居住する看護師が試行錯誤を繰り返し、さまざまな思い
を抱きながらも自身の気持ちの置き場所をみつけ、継続
的に関わるプロセスを見出したことは今後の活動の糸口
になると考える。
４　今後の具体的な展開
　現在もこの活動は継続している。さらにこの活動を
行っていく中で、看護職だけの活動に限界を感じ、他と
協働することはできないか、行政や他職種など組織的に
運営されている支援活動とつながりをもち、連携を図っ
ていくことが必要ではないかと考え、被災地ボランティ
アネットワーク「遠野まごころネット」に相談にいき、「遠
野まごころネット」のボランテイアの方々と一緒に大槌
町での新たな活動に取り組み、現在は 2 つの活動を続け
ている。
５　その他（参考文献・謝辞等）
　研究パートナーである ｢盛岡なでしこ｣ の皆様に健康
支援のありようについて大きな学びをさせていただき感
謝いたします。またこの研究の趣旨をご理解いただき助
成いただいた地域政策研究センターにお礼申し上げま
す。
